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5 知多半島

(1) 地形・地質

伊勢湾の東の縁を占める知多半島は海抜 0-

'80mの丘陵および台地がほとんどを 占め，平

地は海岸に沿ってわずかに分布するにすぎない。

稜線が伊勢湾に寄るため，知多湾側は援い斜面

が続いている。

半島を構成する地質は，半島先端部が泥岩の

卓越した泥岩，砂岩，凝灰岩の互層よりなり，

中新世の師l崎層群と呼ばれている。さらに， 半

島 中部から基部にかけた半島のほぼ全域は， 下

位の師崎層群を不整合に覆って，半固結の砂磯，

t〆ノレト，粘土， ところどころ凝灰岩や亜炭を挟

む地層が分布している。これらは，鮮新世から

更新世にかけて，主に湖沼に堆積 してできたも

ので，常滑層群と呼ばれる。 この常滑層群をさ

らに覆 って海成の堆積物がみ られ，標高 60m

から 80mの聞 と，標高 40m以下にそれぞれ堆

積面をもつもので，磯.砂， シノレト によりなる。

その厚さは 10m以上のと ころもみられるが，
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の堆積函の砂磯は強 く風化し， くされ礁と なっ

ている部分が多い。 図 2-5-35に知多半島 の地

質の概要を示 した。

図2-5-35 知多半島地質概要図
(糸魚川によるω〉
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表2-5-8知多半島市町村別湯水量概要表 (愛知県(2)による〕
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図2-5-36知多半島市町村別揚水草分布図

(2) 地下水

知多半島全体の地下水の利用量は，日量約 11

万m3である(1976年調査(2))。それを汲み上げ
る井戸の本数は，おおよそ1，500カ所となって
いる。表2-5-8は井戸本数およひや揚水量，図2-
5-36は揚水量の市町村ごとの傾向をみたもの
である。半島全体で，工業に用いる揚水量が最

も多 く， 77.6%と大半を占めている。 ついで，
都市用が9.0%，水道用が7.7%，農業用が5.7
%となっている。市町村ごとにみると，半島で

最も揚水量の多い半田市(28%)は工業用水の
占める割合が 7割以上であり， 2番目の武豊

町(17%)，3番目の大府市などは9割近くにも
迭している。

地下水への依存度は，量はわずかであるが，

都市用が85%と最も大 きい。ついで，工業用
の50%，水道用の22%と続き，農業用が低く
て6%程度となっている。地下水に対する依存
度の大きさは，愛知用水による地表水の導水の

結果が大きく現われているものと思われる。

深さ 30mを境に，浅井戸と深井戸に分け，汲み上げ量の比をみてみると，半田市や武豊町お

よび大府市などの揚水量の大きな市町では， 90%以上が深井戸による揚水量で占められている。
一方，浅井戸は，本数では67%と半分以上あるにもかかわらず，揚水量の全体に占める割合は
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わずかに 9%にすぎない。その中にあ って，南知多町では深井戸と呼べるもののないのが自につ

く。これは南知多町の大部分が，師I[崎層群からなるためで，ほとんど帯水層となり得ないことを

示している。浅井戸は，谷底低地の沖積層から，ご く小規模に汲み上げているのが実情である。

半島の中央部から基部にかけて分布する常滑層群は良好な帯水層となっており，被圧された地下

水を比較的大量に汲み上げている。そのため，半田市や武豊町の臨海部の井戸は将来温水化する

危険性を もっている。

半島の水文地質条件は，島しょと同じく仮に優秀な帯水屈が存在 していたとして も， 地下水の

酒養f陀囲が狭いことや，臨海部にある ことなど，ややもすると地下水開発が過剰になりやすい。

地形上の制約も踏まえて慎重な地下水利用が望まれる。

(永田聡〉
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